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皆さまにおかれましては、いつも公益社団法人全
国助産師教育協議会の活動にご理解・ご協力を賜り、
誠にありがとうございます。また、日頃より助産師
教育の質向上を目指してご尽力いただき、心より感
謝申し上げます。
助産師教育が新型コロナウィルス感染症の影響を
受けて、すでに 3年が経過しました。次々に変異株
が出現し、収束の兆しが見えかけたかと思うと再び
新たな波に襲われ、混沌とした状況が続いていま
す。
2020年度は、新型コロナウィルス感染拡大のため
に助産学実習が中止や延期となり、学内実習に切り
替えた学校も数多くありました。中には臨地で全く
分娩介助をせずに助産師教育を終えた学生もおりま
した。しかしながら2021年度は、多くの学校が臨地
で実習できるように施設と粘り強く交渉し、可能な
限り臨地での実習を実施していただいたとうかがっ
ております。本当にご苦労様でした。
さて、2022年 6 月18・19日に開催されました本協
議会の第13回定時社員総会では、教育検討委員会よ
り、2019～2021年度の調査に基づき「助産師教育卒
業（修了）時の到達度自己評価の推移からみるコロ
ナ禍の影響」が報告されました。2019年度は新型コ
ロナウィルス感染症の影響を受けておらず、2020年
度は影響を受けた最初の年度、2021年度は影響を受
けて 2年目の年度となります。 3年間を比較した報
告の詳細については、全国助産師教育協議会のHP
に掲載されていますのでご参照ください。その中で
注目すべき結果 2点について、ここで紹介させてい
ただきます。

まず 1点目は、学生の到達度自己評価では、2020
年度が到達度自己評価の最低値となる項目が約 8割
と非常に多く、コロナ禍の影響が強く表れていまし
た。しかしながら、マタニティケアに関する項目に
おいてはその影響は少なく、各学校の積極的な「学
びをとめない取り組み」が功を奏したのではないか
と考えられます。一方で、マタニティケア以外の項
目においては、課題が残されました。
2点目は、「助産師のアイデンティティの形成」

において、2019年度から2021年度にかけて年々到達
度が下降していました。臨地での妊産婦との直接的
な関わりが、助産師のアイデンティティ形成におい
て重要な要素であると考えられますが、コロナ禍で
助産学を担当する教員が、学生に対してアイデン
ティティ形成における教育的な関わりができていた
のかどうか、振り返ってみる必要があるように思い
ます。
現在は、助産師教育にICTを活用した遠隔授業

（講義・演習・実習）や、DX機器を用いたシミュレー
ション教育等、新たな教育方法が急速に導入されつ
つあります。コロナ禍にあって助産師教育が大きな
変革期を迎えていることを実感します。
少子化が加速している時代に、どんな高度な教育
方法が開発されようと助産学は実践の学問であるか
らこそ、全国助産師教育協議会は「助産師教育にお
いて、臨地でなければ修得できない能力と臨地でな
くても修得できる能力」を明らかにし、粘り強く臨
地での実習を可能する努力を惜しんではいけないと
考えています。
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助産師教育よ、粘り強くあれ！
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第47回全国研修会は、COVID-19感染症拡大により、昨年同様WEB開催とし、10日間のオンデマンド研修
としました。研修内容は2022年 4 月からの新カリキュラムに求められる助産師の「実践能力と卒業時の到達目
標」、「主な改正点」を考慮し、助産教員ならびに臨地指導者が助産師学生の主体性と助産実践能力を高めるた
めの教育のありかたを学ぶことができる講演を企画しました。
1 ．研修内容

講演テーマ　（講演時間） 講　師

講演 1 学⽣の能動的な学びをサポートする教育者のあ
りかた（90分）

藤崎和彦：東海国⽴⼤学機構  岐⾩⼤学医学教
育開発研究センター 教授

講演 2 産むということ〜⼥性の主体性を引き出す助産
師の関わり〜（60分）

ドーリング景⼦：京都⼤学医学研究科 ⼈間健康
科学系専攻先端広域看護科学講座 助教

講演 3 産科エマージェンシー臨床推論の基礎（60分） 望⽉礼⼦：⿅児島⼤学病院 救命救急センター

講演 4 男性不妊について（90分） 今井伸：聖隷浜松病院リプロダクションセン
ター⻑・総合性治療科部⻑

講演 5 これからの助産師に求められること（90分） 井本寛⼦：公益社団法⼈⽇本看護協会常任理事

2 ．研修受講状況	 申込数：会員384人、非会員20人、学生103人（助産師免許保有者 9人）。
	 全体受講者数の平均：申込数の46％　講演受講者数の平均：申込数の55.2％

講演 申込数 受講者数 アンケート回答数 修了証
発⾏数

受講証明
書発⾏数

講演 1と講演
5は、日本助
産評価機構申
請の研修。

会⻑挨拶 507 267（52.7%）
講演１ 507 248（48.9%） 229（92.3%） 203
講演２ 507 254（50.0%） 219（86.2%） 254
講演３ 507 234（46.2%） 206（88.0%） 234
講演４ 507 204（40.2%） 175（85.8%） 204
講演５ 507 193（38.1%） 171（88.6%） 166

3 ．アンケート結果　内容「良い」の平均約80％、時間「適切」80％以上は、 1時間の研修。

講演テーマ 内容：良い 学習⽬的：
達成できた 満⾜度 時間：適切

講演 1 学⽣の能動的な学びをサポートする教育者のあ
りかた（n=229） 80.3% 69.9% 69.4% 57.6%

講演 2 産むということ〜⼥性の主体性を引き出す助産
師の関わり〜（n=219） 85.4% 75.8% 77.2% 85.4%

講演 3 産科エマージェンシー臨床推論の基礎（n=206） 82.0% 74.8% 76.2% 85.4%
講演 4 男性不妊について（n=175） 81.0% 74.9% 78.3% 73.1%
講演 5 これからの助産師に求められること（n=171） 69.0% 62.0% 55.6% 55.6%

講演のすべてにおいて多くの学びがあり、今後の助産師教育に活用でき、研修成果を感じました。しかし、
講演受講者数の平均が申込数の55％であり、会費（今回は無料）、研修時間・配信期間に検討の余地があると
考えています。
種々課題は残りますが、講演を快諾してくださった講師の先生方、担当地区会員校の皆様、参加者の皆様、

関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

中部地区　
岐阜医療科学大学可児キャンパス　助産学専攻科� 唐　沢　　　泉

第47回　全国助産師教育協議会　全国研修会　報告書
テーマ「新時代の助産師教育－ハイリスクに対応できる助産師の育成－」
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2019年12月に発生した新型コロナウイルス感染症
の新規感染者数は、増加と減少を繰り返しながら
も、ようやく行動制限が緩和された矢先、各地で過
去最多となる感染が相次ぎ、第 7波が猛威を振るっ
ています。医療／助産教育の場では、引き続き感染
症対策の徹底が求められ、コロナ禍前の状況に戻る
にはまだまだ時間がかかるものと思われます。
そのような中、2022年 6 月18日（土）・19日（日）、

第13回（通算58回）定時社員総会および研修会を、
オンライン開催（全国助産師教育協議会会議室：東
京都新宿区四谷本塩町 7 - 9 　四谷ニューマンショ
ン203号）することができました。ご協力ありがと
うございました。以下、総会、研修会の概要を報告
いたします。
6月18日（土）の総会では、議長には正岡経子氏

（札幌医科大学）、議事録署名人には西村明子氏（兵
庫医科大学）、宮下ルリ子氏（県立広島大学）が選
任されました。昨年度同様、議決権行使書面による
開催とし、正会員総数338名中283名から議決権行使
書が提出され、定款第30条に基づき総会が成立して
いることを確認し開催いたしました。
まず、村上明美会長から、保健師助産師看護師学

校養成所指定規則の改定による新たなカリキュラム
の開始に向けて準備いただいたことへの感謝が述べ
られました。不妊治療の保険適応や育児介護休業法
の段階的改正、子ども家庭庁設置関連法案の成立な
ど、昨今の母子や女性に対する国の積極的な取り組
みのもと、今後さらに深刻化複雑化が予測される超
少子社会において、助産師にはこれまで以上に専門
性の発揮が期待される中、助産師教育においては有
能な助産師の育成が一層求められており、将来ビ
ジョン2021の実現に向けて、持続可能な質の高い助
産師教育を提供できるように継続した事業展開に向
けてご協力いただきたいとの挨拶がありました。
続いて2021年度の事業報告と収支決算および監査

報告があり、この 2つの決議事項について承認され
ました。地区別打ち合わせ会の後、教育課程別検討
会では、［新カリにおける乳児 4か月程度までの母
子のアセスメント能力の育成 ―地域母子保健 2単
位の学びと臨地での学びに向けての工夫―］につい

て、各校のこれまでのそしてこれからの新たな取り
組みを伺い、新カリを展開する上での示唆を得るこ
とができました。最後に、組織強化委員会より、[「助
産師教員キャリアラダー」に基づいた助産学担当教
員の教育力保証のためのキャリアラダー認証制度の
発足に向けて]の説明があり、今後アンケート調査
を実施することが報告されました。
6月19日（日）の研修会では、307名の参加のもと、

文部科学省高等教育局医学教育課看護教育専門官渡
邉美和様から、[看護系大学の現状と課題〜助産師
教育の動向を含めて〜 ]と題してご講演いただきま
した。助産師教育における実習（特に分娩介助数）
実態データでは、各教育機関共にコロナ禍において
これまで以上に手をかけ目をかけて実習／演習が行
われたことが推察されました。厚生労働省医政局看
護課課長補佐初村恵様からは、[看護行政の動向と
助産師教育への期待]、厚生労働省子ども家庭局母
子保健課母子保健指導専門官内田愛子様からは[母
子保健の動向と助産師の役割]についてご講演いた
だきました。続いて、教育検討委員会蛎﨑奈津子理
事から、[助産師教育卒業（修了）時の到達度自己
評価の推移からみるコロナ禍の影響]について報告
されました。また、日本助産評価機構江藤宏美理事
から、[助産教育における分野別評価の社会的必要
性について]、医歯薬学教育と助産学教育の質保証
への取り組みの相違が示され、第 3者による評価の
必要性についてご講演いただきました。最後に、公
益社団法人日本看護協会福井トシ子会長から「社会
の変革に向けた助産師基礎教育のあり方」と題し
て、超少子高齢社会における妊産婦並びに周産期医
療・母子保健並びに女性を取り巻く現状と課題、そ
して助産師を取り巻く現状と課題から、助産師教育
は今後どうあるべきかを考えるための示唆をいただ
きました。最後に、渡邊浩子副会長が閉会の挨拶を
述べ終了いたしました。皆様のご協力に深く感謝申
し上げます。
本年度は、理事選挙の年となります。会員の皆様

には引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

2021－2022年度　全国助産師教育協議会副会長
徳島大学大学院� 葉　久　真　理

2022年度　第13回（通算58回）
公益社団法人　全国助産師教育協議会定時社員総会報告

― 3 ―

教育・活動報告



2019年（令和元年）10月に厚生労働省が発表した
看護基礎教育検討会報告書の保健師助産師看護師学
校養成所指定規則の改正において、地域母子保健の
1単位増とした主な改正点は、「産後うつ等の周産
期におけるメンタルヘルスや虐待予防等への支援と
して、他職種と連携・協働し、地域における子育て
世代を包括的に支援する能力が求められていること
から、産後 4か月程度までの母子のアセスメントを
行う能力を強化することが重要であるため」であ
る。この改正点は、近年の児童虐待相談件数の増加
や産後女性の自殺数から、地域母子保健の強化が改
正点であることは総論として異論はないところであ
る。では、実際の助産師教育として各論に落とし込
む際に、考えなければならない視点を 3つ挙げる。
まずは、産後 4か月程度までの母子のアセスメン

トを行う能力を学生が獲得するには、指導者は助産
師であることが望ましいことである。
産後 4か月程度までの母子のアセスメントについ

ては、保健師の業務とも重複するところではある
が、対象者が同じでも専門職によって観る視点は違
う。助産師は、その母子の妊娠期から分娩期・産褥
早期の延長線上に「今」を観ている。必要時、母親
の幼少期、思春期からを観ている時もある。また、
育児期に最もつまずきやすい授乳のケアを、乳房ケ
アも含めて行っているところがケアの特徴である。
そのため、地域で活動する助産師や助産師である教

員が指導にあたるのが望ましいことが考えられる。
2つ目は、産後 4か月程度までの母子が対象であ

り、 4か月児の発育発達と親と子のきずなや母親役
割習得過程のアセスメントの必要性である。
改正点の理由からみれば、養育方法の改善等によ

る育児負担軽減や仲間づくりなど、子ども虐待支援
の層構造1）でいう1.5～ 2 次予防（早期発見、早期
対応）と、ローリスクの方々を対象とした 1次予防
（発生予防）のためのアセスメントであるから、母
子関係、時には親子関係がアセスメントできる教育
の場が必要となる。地域での育児支援や産後ケア、
家庭訪問など多様な展開が期待できる。
3つ目は、生後 4か月まで、切れ目のないケアの

経験が望ましいことである。
妊娠・出産を通じた個別的で手厚い継続ケアを女

性に行うことで、産後 4か月程度までの支援内容や
方向性は変わる。継続事例等を経験した学生は、母
子の反応や変化を肌で理解し、自分の言葉で説明で
きるようになる。地域での助産ケアが求められる時
代に活躍する助産師学生に、継続ケアが経験できる
機会をつくることが教育者に課せられた役割だと考
える。

1）津崎哲郎他編：児童虐待はいま、ミネルヴァ書
房、2008

神戸市看護大学　　　
� 高　田　昌　代

カリキュラム改正について　―地域母子保健の取り組み

― 4 ―

ニュース



私が勤務する帝京平成大学は、東京都内では数校

の学部 4年間のなかで助産師課程がある大学です。

キャンパスは都心に位置し、 1学年10名の助産師課

程の学生がいます。 1年次での選抜試験を経て、 2

年次後期から助産学の授業が始まります。助産師課

程の学生は、夕方に残って助産学の講義を受けた

り、 4年生の夏休みに夏休み返上で分娩介助実習に

臨むなかなかハードなカリキュラムです。

私は、助産師教育に携わってまだ日は浅いです

が、ご縁があり助産師教育に関わらせていただくよ

うになりました。自分が学生だった頃や臨床で働い

ていた時には、まさか助産師教育に携わるようにな

るとは思っていませんでした。臨床での新人教育や

臨床実習指導とは違って教員は新たな経験ですが、

助産師としての幅が広がるとも思い、新たな一歩を

踏み出しました。“教える”と気負うことなく、学

生と一緒に考え学ぶ姿勢で、学生に身近な存在とし

て助産の思いを伝える、妊産褥婦さんへの関わり・

大事に思っていることを伝えていきたいと思ってい

ます。そのようななかで学生の助産観が築かれてい

けばいいなと思っています。

現在分娩介助実習中ですが、着任当初は自分に助

産実習指導が務まるのか、実習目標を学生が達成で

きるようにサポートできるのか不安に感じていまし

た。今でも緊張しながら実習先に行く日々です。助

産師は観察力、判断力、実践力などさまざまな力が

必要となってきます。学生が理想とする助産師像を

描けるよう、近付けるように知識・技術の獲得がで

きるよう一緒にサポートしていきたいと思っていま

す。

演習や実習指導で学生と関わっていると、説明し

たり学生からの質問に答える際に、根拠や理論を

もって伝えられているか、臨床で得た知識・臨床の

技といった臨床の経験からの答えになっていないか

と振り返ることがあります。学生が理解していくに

は根拠や理論が大切と考えるので、そういった説明

や返答の仕方を心がけたいと思っています。

助産師としての経験も十分ではありませんが、自

分自身も学生とともに成長できるよう自己研鑽する

ことを忘れず励んでいきたいと思います。

帝京平成大学 ヒューマンケア学部 看護学科　　
母性看護学・助産学　助教� 佐　藤　恵　美

助産師教育に携わって
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この度の竹内先生の訃報をお
伺いしてもまだ信じられない心
地でおります。日にちが過ぎる
と共に、全国助産師教育協議会
（以下、全助協）でご一緒した
頃の先生の活動が走馬灯のよう
に思い巡らされました。先生は
20代後半から助産婦（師）教育

に携わり、専門職としての助産師教育の進歩・発展
にご尽力下さいました。つねに助産師のコアになる
哲学と、時代の推移の中で変化し発展する助産師の
教育制度や業務の在り方を追求され、全助協の基礎
固めに時間を惜しまず貢献して下さいました。すな
わち、先生は全助協の発足当時からのあゆみ（昭和
40（1965）年に至るまで）を熟知しており、そのあ
ゆみを時代の変化の中で、いかに活かし全助協とし
て発展させるかを考えておりました。昭和30（1955）
年に厚生省・文部省により招集された「助産婦学校・
養成所長会議」（当時12校の学校長と教務主任が出
席）で「助産婦学校における教育をどのように充実
させ、改善を図っていくのか」のテーマで討議がな
され、その後、国立大学医学部付属助産婦学校教務
主任連絡会が組織化され、昭和38（1963）年まで教
育に関する諸問題が検討されました。昭和40（1965）
年に全国助産師学校長会議（全国助産師教育協議会
の前身）が発足すると、創成期｛昭和30（1955）年
～昭和39（1964）年｝の頃の全助協の組織化を受け
て、その後の教育の改革、改善に向けた活動を鋭意
進めて下さいました。具体的な教育活動では、助
産婦教育制度委員会・小委員会委員として「助産
婦教育到達目標」・「助産婦教育制度試案」を昭和59
（1984）年に報告し、教育制度委員会修士課程検討
グループの委員では「大学院修士課程での助産学カ
リキュラムの作成」を平成12（2000）年に報告され
ました。これらの報告内容が今日の助産師教育カリ
キュラムの根幹をなしております。
また、全助協の経営基盤が軟弱な頃、当時の徳島

大学助産婦学校青野敏博校長（全助協理事）の教育
協議会研修会委員長のもと、葉久真理助手と共に
平成 3（1991）年と、平成 4（1992）年に教育協議
会研修会を企画し運営して下さいました。平成元
（1989）年のカリキュラム改正に伴い、平成 3（1991）
年には、助産診断の考え方、未熟児医療の進歩、ア
クティブバース、ソフロロジー式分娩教育、ザイー
ルの助産婦など関心事の高いテーマを設定されまし
た。平成 4（1992）年には、助産技術学教育への私案、
助産婦のための超音波診断テクニック、妊産婦の体
とヨーガ体操、母乳哺育、救え地球の子どもたちな
ど、時代を先取りしたテーマで開催されました。平
成 3（1991）年と平成 4（1992）年の研修会には助
産婦教育関係者1,400名が参加し、青野研修会委員
長のご配慮で収益2,000万円を全助協本部に収めて
下さいました。この基金が、今日の公益社団法人全
国助産師教育協議会となる資金となりました。先生
は全助協での教育活動を推進する傍ら、第10回日本
助産学会学術集会を開催し学会長として責務を果た
されました。またICM国際学会や助産師業界全体
に関わって、国際的な視野から助産師教育のあり様
を求められました。平成27（2015）年に開催された
全助協創立50周年記念時には感謝状が贈呈されまし
た。先生のお人柄は温和で対人関係を大切にし、自
己の意見を持ちつつ関わる方の意見を尊重し、場の
意見を集約していく能力に優れており、人間として
の魅力にあふれた方でした。
ある新聞記事（朝日新聞、2022年 7 月）に大切な
人を見送ったときの言葉として「ありがとう」は死
者と生者をつなぐ言葉であると記載されておりまし
た。全助協という組織の成り立ちから今日まで、時
代性を鑑みながら助産師教育を推進して下さった先
生に「ありがとう」の言葉で感謝を申し上げ、先生
のご冥福を心よりお祈り申し上げます。
（助産婦、助産師の名称はその年代に使用されたま
まを用いました。）

助産師教育研修研究センター　
� 平　澤　美恵子

竹内美恵子先生を偲んで

竹内美惠子先生は、昭和16（1941）年 2月13日に徳島県に生まれ、昭和38（1963）年 3月徳島大学
医学部附属助産婦学校を卒業後、徳島大学医学部附属病院で助産師として勤務の後、助産師教育に配
置転換となり、昭和43（1968）年 4月より38年間助産師教育に邁進されました。昭和43（1968）年 4
月徳島大学医学部附属助産婦学校講師、平成 3（1991）年 4月徳島大学医療技術短期大学部専攻科助
産学特別専攻助教授を経て、平成 8（1996）年 4月に教授、平成13（2001）年10月からは徳島大学医
学部保健学科教授に就任され、総勢764名の助産師を世に送り出しました。
全国助産師教育協議会の活動においては、理事として、教育制度委員並びに委員長、医療技術短期
大学設置に伴う在り方委員会委員などをつとめられ、助産師教育のあるべき姿を目指して、教育の改
革・改善に向けた活動に昼夜を問わず取組まれました。

＜竹内美恵子先生の御経歴＞

竹内美恵子先生
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日程：2023年 6 月17日（土）～18日（日）
方法：オンライン開催
担当：オンライン開催の為、担当校はありません。
　　　事務対応　全国助産師教育協議会事務局
　　　　〒160-0003　東京都新宿区四谷本塩町7-9　四谷ニューマンション203号
　　　　T E L　03-6384-2075
　　　　F A X　03-6384-2076（火・金　事務局在室） 
　　　　E-mail　 zenjomid.1965@car.ocn.ne.jp 
　　　　U R L　http://www.zenjomid.org/
＊詳細は、追ってHP、マンスリーメール等でお知らせします。

第14回（通算59回）公益社団法人全国助産師教育協議会
定時社員総会開催のお知らせ

**************************************************************************

日程：2023年 2 月25日（土）～ 3月12日（日）　16日間
方法：WEB開催（オンデマンド配信）
テーマ：DX社会での教育の未来と助産ケア
担当地区・担当校：近畿地区
　　　　　　　　　奈良県立医科大学大学院（五十嵐稔子）
参加費：1,000円（会員）、3,000円（非会員）
内容等、詳細は追ってHP、マンスリーメール等でお知らせします。

第48回全国助産師教育協議会全国研修会のお知らせ

＜担当校から一言メッセージ＞
DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データ

とデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革すると
ともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること（経
済産業省：DX推進ガイドライン、2018）とされています。新型コロナウイルスの感染拡大により、人と
の接触をできる限り減らしていく中で、助産師教育・助産実践においても、DX化が進んできました。
今回は「DX社会での教育の未来と助産ケア」をテーマに、IT技術などを活用したコロナ禍での助産実

践や、教育について学びたいと思います。また、DX化とともに周産期医療が高度化・複雑化する中で、
助産師の役割やケアの必要性も改めて考える機会になればと思います。
今年度もオンデマンドになり、皆様と対面でお会いできないのは寂しいですが、ぜひご参加くださいま

すよう、よろしくお願いいたします。
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新型コロナウイルスのパンデミック下において、
元来、真面目で同調性の高い日本人のマスク着用率
は高く、外出や会食の自粛など自主的な行動変容が
みられました。人々の不安は感染者の自己責任論を
生み、感染者の家族、学校、勤務先、居住地域にま
で差別、偏見がおよび、風評被害に至ることもあり
ました。自分が相手を感染させてしまうのではなか
という恐怖や、いつどこで誰から感染させられるか
わからないという疑心暗鬼が長く続き、人と人のつ
ながりは希薄になっていきました。特にコロナ禍で
妊娠、出産を迎えた妊産婦は、通常よりもさらに警
戒心が高まり、本来は人とのつながりの中で温かく
支えられるべき重要な周産期を、物理的にも心理的
にも孤立したまま過ごすことになりました。ソー
シャルサポートが得られない妊産婦は、気が張り詰
めたまま慢性的なストレスを抱え、うつや不安を呈
する傾向がみられました。一方、コロナ禍ではリ
モートワークや休園、休校、感染による隔離措置な
どにより家庭内で過ごす時間が増え、パートナーや
子どもとの関係性が密接になり、パートナー間暴力
や、虐待の相談件数も増えました。さらに経済的不
況を受けて、非正規雇用労働者の女性や若者の失業
率が高まりました。このような社会的問題も妊産婦
にうつや不安をもたらす要因になっていました。気
持ちの落ち込みや不安、イライラを自分で何とか対
処しようと、飲酒、喫煙、過食、嘔吐、自傷、長時
間にわたるSNSやゲームへの没頭など適切ではな
い対処行動を繰り返し、それにより家事や育児に支
障をきたすほどの依存傾向がみられることもありま
す。
本来、周産期は様々な困難を経験することが多い

時期です。そのため、当事者同士の交流（ピアサポー
ト）や医療・保健・児童福祉の専門職からの支援体
制が多く存在し、当事者からも支援が受け入れられ
やすい傾向にあります。当事者同士は苦労や喜びを
分かち合うことができ、つながりも強固になってい
きます。妊産婦が困ったり、不安になった時にその
ことを素直に話せて頼れる人、一緒に困ってくれる
人がいることで、不安を抱えながらも妊娠・出産・
育児に向き合っていく自らの力を回復させることが
出来ます。このように妊産婦のレジリエンスは個人
の資質だけで規定されるものではなく、つながりの
中の相互作用によって引き出されるのです。
直接的な対面コミュニケーションは、時間・距離・

場所などの物理的制限があるものの、言葉だけでな
く姿勢、表情、声のトーン、間合いなど非言語的情
報も介して相手とコミュニケーションを取り、安定
した深い信頼関係を構築することが出来ます。それ
により妊産婦はより大きな安心感、安全感が得られ
ます。メンタルヘルスの不調を抱える妊産婦は、し
ばしば対面交流に対する億劫さや恐怖がみられ回避
する傾向がありますが、時間がかかっても対面交流
で信頼に基づく関係性が構築できれば、長期的なメ
ンタルヘルスの安定の基盤になることでしょう。
コロナ禍では、日常的にSNSなどのオンライン

での交流が行われました。SNSは物理的距離を問わ
ず同じ立場や境遇の人、自分のニーズを満たしてく
れる相手とコミュニケーションを取ることができ、
自己開示に対して即時的に共感や承認が得られるた
め、孤立する妊産婦にとっては、常に人とつながっ
ている、共感してもらえるという安心感や、自分が
他者から認められるという満足感をもたらしてくれ
ます。しかしながら、反応を過剰に意識したり、相
手と比較したり、表面的で一面的なコミュニケー
ションにとどまる傾向もみられます。匿名性の高い
SNSでは日常で抑圧されているネガティブな感情が
表出されやすく、相手の反応が見えないまま言動が
エスカレートしたり、逆に相手の感情の発散対象に
なることもあるでしょう。文面を通したやりとりが
主であるため、非言語的コミュニケーションを介し
た情報が得られず、メンタルヘルスに不調を抱える
妊産婦などは、相手の気持ちを考えすぎてしまい、
抑うつや不安をさらに助長させることもあります。
ウィズコロナ、アフターコロナ時代の支援では、

従来の対面コミュニケーションと、即応的で利便性
の高いSNSなどオンラインを介したコミュニケー
ションそれぞれの利点を生かしながら活用していく
ことが求められます。広く一般の妊産婦に向けた教
育、指導、予防、セルフケア、当事者同士のつな
がりにはSNSなどオンラインによるコミュニケー
ションが有用であると言えます。社会的リスク要因
のある、あるいはメンタルヘルスの不調を抱えてい
る妊産婦には対面でのコミュニケーションを行い、
より深い信頼関係を築いて個々に応じた支援を行う
ことが望ましいでしょう。感染が収束しつつある
今、社会的に孤立した妊産婦と支援者がつながり、
レジリエンスを引き出していくことが求められてい
ます。

兵庫医科大学精神科神経科学講座　　
� 清　野　仁　美

妊産婦のメンタルヘルス：ウィズコロナ、アフターコロナ時代の支援
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2021年度　第 4回理事会次第
日　　時：2021年 7 月11日（日）13：00～15：15　　
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
　　　　　小川久貴子、蛎崎奈津子、近藤　良子、高田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子　藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 2回理事会議事録（案）について
②2021年第12回社員総会議事録（案）承認
　第 3回理事会議事録（案）承認について
③個人会員入会
2）会計
①令和 3年の予算に計上した研修事業資金の研修内容と使用期
限について
②遊休財産の使途について
3）将来構想委員会
①将来構想委員会委員の承認
4）教育検討委員会（推進・評価）
③教育検討委員会委員の承認
5）資格・専門能力委員会
①資格・専門能力委員会委員の承認
6）組織強化委員会（国内・国外）
①2021年度組織強化（国内・国外）委員会の活動方針
②組織強化委員会委員の承認
7）広報・社会貢献委員会
①・Nursing Now キャンペーン終了後の活動
　・Nursing Now ニッポン宣言の学生への継承
　→日本看護学会での学生交流集会企画
　・ニュースレター内容確認
　・日本助産学会との協賛：学生交流集会資料
②広報・社会貢献委員会委員の承認
8）助産師教育研究研修センター運営委員会
①助産師教育研究研修センター運営委員会委員承認
9）CLoCMiP レベルⅢ［教員］の更新要件
①アドバンス助産師更新要件研修承認

Ⅲ　報告事項
1）助産師教育研修研究センター委員会
①本年度の計画方針

Ⅳ　その他
1）理事会・地区長会の年間スケジュール案
2）地区活動について

2021年度　第 5回理事会次第
日　　時：2021年 9 月 5 日（日）13：00～15：25　　
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
　　　　　小川久貴子、蛎崎奈津子、近藤　良子、高田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 4回理事会議事録（案）
②個人会員入会
③助産実践能力推進協議会広報委員の推薦
2）会計（入山理事）
①研修会のアルバイト（臨時雇賃金）等の時給
②合併した広報・社会貢献委員会と組織強化委員会（国内・国
外）の予算

3）教育検討委員会（推進・評価）
①学生対象調査スケジュール（案）

②カリキュラムモデル作成の工程（案）
③カリキュラムモデル作成スケジュール（案）

Ⅲ　報告事項
1）組織強化委員会（国内・国外）
①第 1回組織強化委員会（国外）議事録
2）広報・社会貢献委員会
①社会貢献活動計画
　「Nursing Now」キャンペーン 事後活動
②広報活動について
　「NEWS LETTER No.93」　校正段階
3）助産師教育研修研究センター委員会
①第 3回運営委員会議事録
②第 4回運営委員会議事録
③メール審議議事録
4）助産師教育研修研究センター委員会
①教育研修研究センター、研修の進捗状況

Ⅳ　その他
1）庶務・総務関係
①2021年度総括担当地区長決定
②令和 4年度自民党看護問題小委員会要望
③メール理事会
2）会計
①研修事業資金口座について
②遊休財産事業計画
3）助産師教育研修研究センター委員会
①全助協教育に関する講師謝金について
　（外部講師・内部講師）

2021年度　第 6回理事会次第
日　　時：2021年10月10日（日）13：00～16：35　　　
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
　　　　　小川久貴子、蛎崎奈津子、近藤　良子、高田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶　　
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 5回理事会議事録（案）
②個人会員入会
③令和 3年（2021年）各省庁要望書について
2）会計
①謝金、アルバイト等の時給案
②遊休財産使用計画案（2021年度～2022年度）
3）助産師教育研究研修センター
①令和 3年度研修事業資金の使用計画
②講師等謝金
③保健師助産師看護師実習指導者講習会規定改訂
4）組織強化委員会（国内・国外）
①賛助会員企業リスト案について
②国際交流会について
5）村上会長より
①自民党看護問題対策議員連盟総会提出の要望書に対する議員
からの依頼について
・令和 2年度卒業生/修了生の臨床での課題
・助産師養成所におけるOSCEの実施状況の情報提供
②日本助産学会よりICMからの“日本の助産師教育プログラ
ムの提供”依頼について

Ⅲ　報告事項
1）助産師教育研修研究センター委員会
①助産師教育研修研究センター運営委員会議事録
2）教育検討委員会（推進・評価）
①第36回日本助産学会学術集会　一般演題発表抄録
3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献員会活動報告について
4）将来構想委員会
①将来構想委員会報告について

公益社団法人　全国助産師教育協議会
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5 ）組織強化委員会（国内・国外）
①国内活動の助産師教員キャリアラダー承認評価制度に向けた
ニーズ調査について

Ⅳ　その他
1）助産師教育研修研究センター委員会
①研究研修センターの教育の進捗状況

2021年度　第 7回理事会次第
日　　時：2021年11月28日（日）13：00～16：00　　
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
　　　　　小川久貴子、蛎崎奈津子、近藤　良子、高田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶　　
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 6回理事会議事録（案）
②第14回メール理事会（案）
　　第15回メール理事会（案）
③個人会員入会
④令和 3年（2021年）各省庁要望書
⑤地区長会の開催
2）会計
①事務員とアルバイトの時給
3）助産師教育研究研修センター
①令和 3年度研修事業資金の検討
　（e-ラーニングシステム構築費・保守費・著作権校閲費）
②ファシリテーター謝金の検討
4）広報・社会貢献委員会
①HP掲載内容変更について（全体）
5）組織強化委員会（国内・国外）
①助産師教育キャリアラダー認証制度構築に向けた計画案につ
いて

Ⅲ　報告事項
1）助産師教育研修研究センター委員会
①助産師教育研修研究センター運営委員会議事録
2）組織強化委員会（国内・国外）
①2021年11月27日開催の国際交流研修会
3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献員会活動報告
4）将来構想委員会
①将来構想委員会活動報告
5）組織強化委員会（国内・国外）
①2021年11月27日開催の国際交流研修会について
6）助産師教育研修研究センター委員会
①研究研修センターの教育の進捗状況について

Ⅳ　その他
1）謝金等の時給について

2021年度　第 8回理事会次第
日　　時：2022年 1 月 8 日（土）14：00～16：00
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議） 
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美　
　　　　　小川久貴子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、髙田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研修研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶　　
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 7回理事会議事録（案）
②第16回メール理事会（案）
③賛助会員入会
2）会計
①全国研修会の補正予算
　（①のシステム活用について）
②講演・研修謝金支払い規程案

3）助産師教育研究研修センター
①遊休財産の使途：HP機能構築
4）教育検討委員会
①助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
について

5）組織強化委員会（国内・国外）
①助産師教員キャリアラダー承認制度構築に向けた調査につい
て

6）会長
①望ましい助産師教育コア・カリキュラム2020の展開（仮）の
出版と実践事例の公募について

Ⅲ　報告事項
1）助産師教育研修研究センター委員会
①委員会議事録
2）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献員会活動報告
3）助産師教育研修研究センター委員会
①研究研修センターの教育の進捗状況

2021年度　第 9回理事会次第
日　　時：2022年 2 月23日（祭・水）13：00～16：00
場　　所：全国助産師教育協議会事務局（ウェブ会議）
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
　　　　　小川久貴子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、髙田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研修研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 8回理事会議事録（案）
②2021年度地区長会議事録（案）
③第17回メール理事会議事録（案）
　第18回メール理事会議事録（案）
④会員入退会
⑤令和 4年度事業案
⑥令和 4年度総会日程・プログラム
2）会計
①2022年度収支予算案について
②事務局のWi-Fiルーターの購入
③全国研修会オンライン開催における運営サポート
　（委託業者）
3）助産師教育研究研修センター
①遊休財産の使途：HP機能構築
4）将来構想委員会
①将来構想委員会次年度計画及び予算案
5）組織強化委員会（国内・国外）
①助産師教員キャリアラダー認証制度構築に向けた調査
②令和 4年度組織強化委員会予算・活動計画
6）会長
①第63回日本母性衛生学会交流集会について
②望ましい助産師教育の教育実践例の募集について
7）資格・専門能力委員会
①令和 4年度助産師国家試験プール問題公募の啓発
・応募促進事業に関する活動計画（案）

Ⅲ　報告事項
1）教育検討員会（推進・評価）
①モデルカリキュラム作成について（経過報告）
②助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
について（経過報告）

2）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献員会報告について
3）将来構想委員会
①将来構想委員会研修会報告について
4）助産師教育研修研究センター委員会
①研究研修センターの教育の進捗状況について
5）令和 3年度助産師国家試験についての受験状況調査

2021年度　第10回理事会議事次第
日　　時：2022年 3 月26日（土）13：00～16：00 
場　　所：全国助産師教育協議会会議室（WEB開催）　
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
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編 集 後 記
新型コロナウィルス感染症は、現在も新たな変異株が
流行し収束の兆しが見えない状況が続いていますが、助
産師教育は遠隔授業・シミュレーション教育を導入した
新たな教育体制で助産師の育成に努めているところで
す。このような中、今年度も多くの先生方に御尽力賜り、
NEWS LETTER No.94を発刊することができましたこ
とに感謝申し上げます。
「妊産婦のメンタルヘルス」は、新型コロナウィルス
感染症パンデミック下では、社会活動や外出の自粛が強
いられた心理的ストレス、経済的不況による不安等の影
響により増加傾向にあります。“ウイズコロナ”、“アフ
ターコロナ”時代こそ、妊産婦のメンタルヘルス支援に
取り組む活動が求められています。社会的ニーズに応え
る助産活動を発展させるためには、新たな教育体制・研
究活動が問われているのではないでしょうか。
今度もこのニュースレターを通じて、会員の先生方と
共に助産師教育の質の向上を目指し、教育・研究活動が
飛躍されることを願う所存でございます。今後とも何卒
よろしくお願い申し上げます。

　望月千夏子　（帝京大学　助産学専攻科）
　井上　明子　（愛媛県立医療技術大学　助産学専攻科）
　北村万由美　（広島国際大学　助産学専攻科）
　坂田　清美　（帝京平成大学　ヒューマンケア学部　看護学科）
　近藤　良子　（日本赤十字社助産師学校）

●助産師教育　NEWS LETTER 　No.94
2022年10月1日

発行人　公益社団法人　全国助産師教育協議会事務局
　　　　Japan Society of Midwifery Education（J.S.M.E）
　　　　会長　村上　明美
　　　　〒160-0003　
　　　　東京都新宿区四谷本塩町7-9　四谷ニューマンション203号
　　　　TEL  03-6384-2075　FAX  03-6384-2076
　　　　（火・木・金　事務局在室）
　　　　http://www.zenjomid.org/
　　　　E-mail zenjomid.1965@car.ocn.ne.jp

　※事務局は令和2年2月1日に
　　移転しました。

全国助産師
教育協議会
ＱＲコード
http://www.zenjomid.org/
バーコードリーダーで読み取ってください

　　　　　小川久貴子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、髙田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研修研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係
①第 9回理事会議事録（案）について
②会員入退会について
③総会日程・プログラムについて
2）会計
①2022年度収支予算案について
3）教育検討員会
①助産師教育開始時における助産師学生の看護技術到達度およ
び実習状況に関する実態調査

4）組織強化委員会（国内・国外）
①2021年度全国助産師教育協議会活動マップ及び2022年度全国
助産師教育協議会活動マップ

5）会長
①日本助産評価機構様からの次期役員・評議員の推薦

Ⅲ　報告事項
1）助産師教育研究研修センター
①助産師教育センター議事録について
2）教育検討員会（推進・評価）
①モデルカリキュラム作成について（経過報告）
②助産師教育修了・卒業時の到達度自己評価に関する実態調査
（経過報告）

3）広報・社会貢献委員会
①広報・社会貢献員会報告について
4）資格・専門能力委員会
①助産師国家試験プール問題作成・登録協力員推薦の依頼文の
確認について

5）助産師教育研修研究センター委員会
①研究研修センターの教育の進捗状況について

Ⅳ　その他
1）庶務・総務
①地区研修会における非会員の参加費徴収方法について
2）後援依頼

2022年度　第 1回理事会次第
日　　時：2022年 5 月14日（土）13：00～16：10
場　　所：全国助産師教育協議会会議室（WEB開催）　
出席理事：村上　明美、渡邊　浩子、葉久　真理、入山　茂美
　　　　　小川久貴子、蛎﨑奈津子、近藤　良子、髙田　昌代
　　　　　永松　美雪（ 9名/ 9 名）
出席監事：井村　真澄、渡邊　典子（ 2名/ 2 名）
出席幹事：青柳　優子、藤井　宏子
陪　　席：平澤美恵子（助産師教育研修研究センター長）

議事次第
Ⅰ　会長挨拶　　
Ⅱ　審議事項
1）庶務・総務関係　
①第10回理事会議事録（案）
②第19回メール理事会（案）
　第 1回メール理事会（案）
③正会員入退会・個人会員入会
④2022年第13回社員総会総会プログラム（案）
　委員会・地区活動等報告書確認　
2）会計
①2021年度決算及び監査報告
②2022年度収支予算書
③講師謝金新基準HP掲載有無検討

Ⅲ　報告事項
1）助産師教育研修センター運営委員会進捗状況
　　2022年度研修計画と公募状況
2）教育検討委員会
①助産師教育開始時における助産学生の看護技術到達度および
実習状況に関する実態調査（経過報告）
②総会発表「助産師教育卒業（修了）時の到達自己評価の推移
からみるコロナ禍の影響」について）助産師教育研修研究セ
ンター委員会　

3）広報社会貢献委員会
①2022年度助産師学生交流会開催方法の検討
②HPトップページの写真変更・PWの変更
4）資格・専門能力委員会
　　助産師国家試験プール問題作成・登録協力員報告
5）庶務・総務報告
① 4 /15自民党看護問題対策議員連盟へ要望書提出
② 4 /26文部科学省、厚生労働省へ要望書提出
6）2022年度近畿地区研修会の案内

Ⅳ　その他　
1）庶務総務
①他団体からの案内に関するHPへの掲載
②個人会員の入会時期
2）助産師教育における実習生の質保証のための助産学共用試験
問題作成のトライアル試験への協力依頼

3）将来構想委員会
　　新委員候補者選定について
4）組織強化委員会（国内・国外）
助産師教育キャリアラダー認証制度構築に向けた調査進捗状況

5）理事会・地区長会の年間スケジュール案
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